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はじめに  

 

熊 本 県 で は 、 LGBT 等 の 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 人 権 に つ い て 、「 熊 本 県 人

権 教 育 ・ 啓 発 基 本 計 画 」 に お い て 、「 性 同 一 性 障 が い ・ 性 的 指 向 を め ぐ

る 人 権 」と し て 重 要 な 人 権 課 題 の 一 つ に 掲 げ 、正 し い 知 識 や 情 報 を 伝 え

て い く 教 育 ・ 啓 発 に 取 り 組 ん で き ま し た 。  

今 年 は 、県 内 で ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ や 女 子 ハ ン ド ボ ー ル 世 界 選 手

権 大 会 が 開 催 さ れ ま す 。 さ ら に 、 2020 年 に は 、 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ

ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 が 開 催 さ れ 、本 県 に も 県 内 外 か ら 多 数 の 方 が 訪 れ

ま す 。そ の 中 に は 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 を は じ め 、多 様 な 方 が 含

ま れ る と 考 え ま す 。こ の た め 多 様 な 来 訪 者 を 温 か く 迎 え る 取 組 み が 必 要

と な っ て い ま す が 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 に つ い て 、周 囲 の 人 々 の

偏 見 や 無 理 解 に よ っ て 、 様 々 な 困 難 を 抱 え て い る 現 状 が あ り ま す 。  

こ の ハ ン ド ブ ッ ク で は 、性 の 多 様 性 や 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 現 状 に つ い

て 、県 職 員 と し て 知 っ て お く べ き 基 礎 的 な 知 識 や 日 常 の 業 務 に お け る 心

構 え 、職 場 に お け る 留 意 事 項 等 を 掲 載 し て い ま す 。取 り 上 げ て い る 内 容

に つ い て は 、県 内 に お け る 教 育・啓 発 の 現 状 や 現 時 点 の 法 制 度 、職 場 環

境 に お い て 県 職 員 が 行 う 業 務 を 念 頭 に 作 成 し て い ま す 。今 後 の 社 会 情 勢

や 法 制 度 等 の 変 化 に 応 じ て 、適 宜 見 直 し て 参 り ま す 。こ の ハ ン ド ブ ッ ク

や 各 種 啓 発 資 料 等 を 活 用 し 、「 一 人 ひ と り の 人 権 を 大 切 に す る 熊 本 」 の

実 現 に 一 層 努 め て 参 り ま す 。  
 

 

熊 本 県 環 境 生 活 部 長  
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１  「性の多様性」「性的マイノリティ」とは  

  

（ １ ） 性 の 多 様 性  

〜 人 は 多 様 な 性 に 生 ま れ ま す 〜  

 

  

 

  こ の 言 葉 は 人 間 の 性 の 本 質 を 比 喩 的 に と て も よ く 表 現 し て い ま す 。 

私 た ち の「 性 」は 、か ら だ の 見 た 目 だ け で 決 め ら れ る も の で は な く 、

も っ と 複 雑 で 多 様 な も の な の で す 。一 般 的 に 、私 た ち は 見 た 目 で「 男

性 」 あ る い は 「 女 性 」 と 判 断 し て い ま す 。 し か し 、「 人 間 の 性 」 は そ

の よ う に 単 純 な も の で は な く 、 実 に 多 岐 に わ た っ て い ま す 。  

私 た ち の 日 常 生 活 の 様 々 な 場 面 で 生 ま れ る 色 々 な 誤 解 が 性 的 マ イ

ノ リ テ ィ へ の 偏 見 や 差 別 を 生 ん で い ま す 。こ こ で は「 人 間 の 性 」と は

何 か と い う こ と を 考 え て み ま し ょ う 。  
 

「人間の性」は多様です。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  か ら だ の 性  

（ 生 物 学 的 性 ／ S ex）  

② こ こ ろ の 性  

 

③  好 き に な る 性  

（ 性 的 指 向 ／ S e x u a l  O r i e n t a t i o n）  

④  性 別 表 現  

（ 性 表 現 ／ G e n d e r  E x p r e s s i o n）  

「 セ ッ ク ス と は 両 脚 の 間 に あ る も の だ が 、  

セ ク シ ュ ア リ テ ィ と は 両 耳 の 間 に あ る も の だ 。」    

米 国 性 情 報 ・ 性 教 育 評 議 会  M a r y  S t e i c h e n  C a l d e r o n e 

 

（ 性 自 認 、 性 の 自 己 認 識 ／ G e n d e r  I d e n t i t y）  

https://4.bp.blogspot.com/-xz7m7yMI-CI/U1T3vVaFfZI/AAAAAAAAfWI/TOJPmuapl-c/s800/figure_standing.png
https://1.bp.blogspot.com/-wZ71L4yYfNo/WOsvt0Z3Y-I/AAAAAAABDsQ/m9BAo2CajsUjLQithTwiSx9wBawYiIHCgCLcB/s800/gender14_man_woman.png
https://2.bp.blogspot.com/-kx424tBYCAE/WOsvpynF4-I/AAAAAAABDrc/xCWD6PiuucUmWLCCKbnEZ5mqcWIwDnxeACLcB/s800/gender01_male.png
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 「 人 間 の 性 」 を 「 か ら だ の 性 」「 こ こ ろ の 性 」「 好 き に な る 性 」「 性 別

表 現 」と い う ４ つ の 要 素 で 考 え て み る と 、大 事 な こ と は 、そ れ ぞ れ 100％

の 男 性 や 女 性 で は な く 、そ の 間 の ど こ か に 位 置 す る 人 も い る と い う こ と

で す 。  

 

①  「 か ら だ の 性 」（ 生 物 学 的 性 /Sex）  

人 の か ら だ は 多 様 に 生 ま れ て い ま す 。し か し 、性 別 は 、外 性 器 、

内 性 器 、 性 染 色 体 、 性 ホ ル モ ン 環 境 等 に よ っ て 医 師 に よ り 出 生 時

に 決 め ら れ ま す 。  

 

②  「 こ こ ろ の 性 」（ 性 自 認 、 性 の 自 己 認 識 /Gender  I dent i ty）  

    「 自 分 が 自 分 の 性 を ど う 思 っ て い る か 」 と い う こ と で す 。 こ の

性 の 自 己 認 識 は 生 ま れ つ き 持 っ た も の で 、医 学 的 治 療 で こ の 自 己

認 識 を 変 え る こ と は で き ま せ ん 。  

 

 

 

 

 
 
 
 
 

③  「 好 き に な る 性 」（ 性 的 指 向 /Sex ua l  O r i enta t i on）  

「 自 分 に と っ て 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と な る 性 別 は 何 か 」 と い う こ

と で す 。好 き に な る 性 の あ り よ う は 多 様 で す（ Ｐ 4 の（ 2）参 照 ）。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 

④  「 性 別 表 現 」 (性 表 現 /Gender  Ex press ion ) 

「 自 分 が し っ く り く る 自 分 自 身 の 性 の 表 現 は ど ん な も の か 」 と

い う こ と で す 。 人 は 話 し 言 葉 、 仕 草 、 服 装 、 髪 型 等 で 自 分 が イ メ

ー ジ し て い る 自 分 自 身 の 性 を 表 現 し て い る 場 合 が 多 く 、そ れ を 性

別 表 現 と い い ま す 。  

 

 

・ 自 分 は 「 男 性 だ 」 あ る い は 「 女 性 だ 」 と 感 じ る 人 が い ま す 。     

・ 自 分 は 「 男 性 ・ 女 性 ど ち ら で も あ る 」 あ る い は 「 男 性 ・ 女 性  

の ど ち ら で も な い 」 と 感 じ る 人 が い ま す 。  

・自 分 の 性 の 認 識 に つ い て「 揺 れ て い る 」「 探 し て い る 」と 感 じ  

る 人 が い ま す 。  

 ※ 自 身 の 「 こ こ ろ の 性 」 を 基 準 に し て 考 え ま す 。  

・ 異 性 を 好 き に な る 人 （ 異 性 愛 者 ）  

・ 同 性 を 好 き に な る 人 （ 同 性 愛 者 ）  

・ 男 性 と 女 性 を 好 き に な る 人 （ 両 性 愛 者 ）  

  ※ こ の 他 に も 、 全 性 愛 や 無 性 愛 等 、 様 々 な 性 的 指 向 が あ り  

ま す 。  
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（ ２ ） 性 的 マ イ ノ リ テ ィ （ LGBT）   

   

  「 LGBT」と は 、レ ズ ビ ア ン 、ゲ イ 、バ イ セ ク シ ュ ア ル 、ト ラ ン ス ジ

ェ ン ダ ー の 頭 文 字 を と っ て 組 み 合 わ せ た も の で す 。「 LGBT」 と い う 言

葉 は 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 総 称 と し て も 使 わ れ て い ま す 。  

  ※ 次 に 示 す 「 LGBT」 以 外 に も 、 様 々 な 性 的 マ イ ノ リ テ ィ が い ま す 。 

 

①  Lesbian（ レ ズ ビ ア ン ）  女 性 同 性 愛 者  

女 性 を 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と す る 女 性  

②  Gay（ ゲ イ ）  男 性 同 性 愛 者  

男 性 を 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と す る 男 性  

③  Bisexual（ バ イ セ ク シ ュ ア ル ）  両 性 愛 者  

男 性 ・ 女 性 の 両 方 を 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と す る 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同 性 愛 は 病 気 で は あ り ま せ ん  

ア メ リ カ 精 神 医 学 会 「 精 神 障 害 の 診 断 と 統 計 マ ニ ュ ア ル

（ DSM）」で は 1973 年 に 同 性 愛 の 項 目 が 削 除 さ れ ま し た 。世 界 保

健 機 関（ WHO）は「 疾 病 お よ び 関 連 保 健 問 題 の 国 際 統 計 分 類（ ICD）」

か ら 、 1990 年 に 同 性 愛 の 項 目 を 削 除 し 、同 性 愛 に つ い て「 治 療

の 対 象 に は な ら な い 」 と さ れ ま し た 。  

 し か し な が ら 、 同 性 愛 が 精 神 疾 患 だ と の 誤 解 や 偏 見 か ら 、 同

性 愛 へ の 差 別 が 生 ま れ て い ま す 。 こ の た め 、 同 性 愛 者 が 社 会 や

地 域 に 居 づ ら く な る と い う こ と は 珍 し く あ り ま せ ん 。 同 性 愛 へ

の 差 別 を な く す に は 正 し い 情 報 を 知 る こ と が 大 切 で す 。  

◆ 次 の 項 目 に つ い て 、 自 分 は ど の 辺 に 位 置 す る と 思 い ま す か ？  

自 分 を 振 り 返 り 、 ○ を つ け て み ま し ょ う 。  

①  「 か ら だ の 性 」    

②  「 こ こ ろ の 性 」    男 性 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 女 性  

③  「 好 き に な る 性 」   男 性 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 女 性  

④  「 性 別 表 現 」     男 性 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 女 性  
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④  Transgender（ ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー ）  性 別 越 境 者  

「 か ら だ の 性（ 生 物 学 的 性 ）」と「 こ こ ろ の 性（ 性 自 認 、性 の 自 己

認 識 ）」が 一 致 し て い な い 人 で す 。自 分 の か ら だ に 違 和 感 が あ っ て 、

多 く は「 こ こ ろ の 性（ 性 自 認 、性 の 自 己 認 識 ）」で 生 き よ う と し て

い ま す 。  

 

○ ト ラ ン ス （ ジ ェ ン ダ ー ） ウ ー マ ン [Ｍ tＦ （ Male to Female） ] 

「 か ら だ の 性 」が 男 性（ male）で「 こ こ ろ の 性 」が 女 性（ female）  

で あ り 、「 女 性 と し て 生 き て い る （ 生 き た い ） 人 」  

 

○ ト ラ ン ス （ ジ ェ ン ダ ー ） マ ン [Ｆ tＭ （ Female to Male） ] 

「 か ら だ の 性 」が 女 性（ female）で「 こ こ ろ の 性 」が 男 性 (male) 

で あ り 、「 男 性 と し て 生 き て い る （ 生 き た い ） 人 」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性 同 一 性 障 害 と は   
か ら だ の 性 （ 生 物 学 的 性 ） と こ こ ろ の 性 （ 性 自 認 、 性 の 自 己

認 識 ） が 一 致 し て い な い 状 態 に あ る た め 、 か ら だ の 性 を 自 分 が

望 む こ こ ろ の 性（ 性 自 認 、性 の 自 己 認 識 ）に 近 づ け る た め に「 ホ

ル モ ン 療 法 」 や 「 性 別 適 合 手 術 」 等 の 医 療 を 求 め る 状 態 を 指 す

医 学 的 な 「 診 断 名 」 で す 。  

※ 2013 年 に ア メ リ カ 精 神 医 学 会 は 、 診 断 分 類 の 「 精 神 障 害 の

診 断 と 統 計 マ ニ ュ ア ル DSM 第 ５ 版 」 を 発 表 し 、「 性 同 一 性 障

害 」か ら「 性 別 違 和 」と い う 新 し い 診 断 名 に 変 え ま し た 。ま

た 、 世 界 保 健 機 関 （ WHO） で は 、「 gender incongruence（ 邦

訳 名 ： 性 別 不 合 ）」 に 診 断 名 が 変 更 さ れ る 予 定 で す 。  

◆ ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 性 的 指 向 は 様 々 で す 。  

（ 例 ） か ら だ の 性 （ 生 物 学 的 性 ） が 女 性 で 、 こ こ ろ の 性 （ 性 自

認 、 性 の 自 己 認 識 ） が 男 性 の ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 場 合  

    →  恋 愛 や 性 愛 の 対 象 が 女 性 で あ れ ば 「 異 性 愛 」  

    →  恋 愛 や 性 愛 の 対 象 が 男 性 で あ れ ば 「 同 性 愛 」  
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SOGI（ ソ ジ ）（ エ ス ・ オ ー ・ ジ ー ・ ア イ ）   
「 SOGI 」 は 、 好 き に な る 性 で あ る 「 性 的 指 向 Sexual 

Orientation」 と 自 分 は ど の 性 だ と 感 じ て い る か と い う 「 性 自 認

Gender Identity」 の 頭 文 字 を と っ た 言 葉 で す 。 性 的 マ イ ノ リ テ

ィ だ け を 指 す 用 語 で は あ り ま せ ん 。 か ら だ と こ こ ろ の 性 が 「 一

致 」 し て い て 、 性 的 指 向 は 「 異 性 愛 」 と い う 性 的 マ ジ ョ リ テ ィ

（ 多 数 派 ） も 含 む 全 て の 「 人 間 の 性 」（ セ ク シ ュ ア リ テ ィ ） の こ

と を 言 い ま す 。  

「 SOGI」 と い う 言 葉 は 、 2006 年 に 「 性 的 指 向 ・ 性 自 認 」 に 関

す る 差 別 を 「 人 権 侵 害 で あ る 」 と 明 記 し た 「 ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ

原 則 」 か ら 使 わ れ 始 め 、 主 に 人 権 保 障 に 関 し て 使 用 さ れ て い ま

す 。  
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２  性的マイノリティ（ LGBT）の現状   

 

（ １ ） 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 関 す る 各 種 調 査  

① 「 LGBT 意 識 行 動 調 査 2016」 株 式 会 社 LGBT 総 合 研 究 所  

 

 

 

 

 
 

  【 ご 自 身 の セ ク シ ャ リ テ ィ に つ い て 】  

セ ク シ ャ リ テ ィ  人 数  出 現 率  

ス ト レ ー ト ※  82,232 92.02％  

レ ズ ビ ア ン  1,522 1.70％  

ゲ イ  1,731 1.94％  

バ イ セ ク シ ャ ル  1,557 1.74％  

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー  418 0.47％  

Ａ セ ク シ ャ ル ※  651 0.73％  

そ の 他  1,254 1.40％  

有 効 回 答 者 計  89,366 100.00％  

    

 

②「 性 自 認・性 的 指 向 に 関 す る 調 査（ 2018 年 ）」株 式 会 社 L G B T 総 合 研 究 所  

  

 

 

 

                    

性 自 認 分 布  
戸 籍 性 ベ ー ス  

男 女 計  

シ ス ジ ェ ン ダ ー ※  98.58％  

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー  0.60％  

Ｘ ジ ェ ン ダ ー ※  0.65％  

ク エ ス チ ョ ニ ン グ ※  0.13％  

   ※ 用 語 は Ｐ 2 3～ 2 4 参 照  

    

 

5 .9％  

2 .1％  

8 .0％  

調 査 期 間： 2 016 年 5 月 1 6 日 ～ 19 日  

方 法： イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査  

調 査 対 象：全 国 20 歳 ～ 59 歳 の 個 人 10 0, 000 人（ 有 効 回 答 者 数 89, 366 人 ） 

※ 集 計 に あ た っ て は 2 0 ～ 5 9 歳 男 女 の 人 口 構 成 比 に 応 じ た ウ エ イ ト バ ッ ク 集 計 を 実 施 。 

調 査 エ リ ア ： 全 国  

 

調 査 期 間： 2 018 年 6 月 7 日 ～ 1 3 日  

方 法： イ ン タ ー ネ ッ ト 調 査  

調 査 対 象：全 国 20 歳 ～ 5 0 歳 の 個 人 30 0, 001 人（ 有 効 回 答 者 数 242 ,94 5 人 ） 

調 査 エ リ ア ： 全 国  

 

 

 
性 的 指 向 分 布  

戸 籍 性 ベ ー ス  

男 女 計  

異 性 愛  94.36％  

同 性 愛  1.03％  

両 性 愛  1.17％  

全 性 愛 ※  1.24％  

無 性 愛 ※  0.51％  

ク エ ス チ ョ ニ ン グ ※  0.85％  

上 記 以 外  0.85％  

 

※ 用 語 は Ｐ 2 3 参 照  
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③ 「 教 員 5,979 人 に 対 す る LGBT 意 識 調 査 」  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 査 時 期： 20 11 年 11 月 ～ 2 01 3 年 2 月  

調 査 対 象：６ 自 治 体 の 保 育 園 、幼 稚 園 、小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 の 教 員  

5 , 9 79 人   

研 究 代 表 者 ： 宝 塚 大 学 看 護 学 部 教 授  日 高 庸 晴  

Ｑ．正直な気持ちとして、同性愛の 

  ことは理解できない気がする 

そう思う わからない そう思わない 無回答 

そう思う 

5.7% 

無回答 

3.0% 

Ｑ．同性愛は精神的な病気のひとつだ   

  と思いますか？ 

そう思う わからない そう思わない 無回答 

そ う 思 わ な い  
6 6 . 2％  

わ か ら な い  
2 5 . 1％  

そ う 思 う  
5 . 7％  

  無 回 答  
3％  

そ う 思 わ な い  
4 2 . 6％  

わ か ら な い  
2 9 . 2％  

そ う 思 う  
2 5 . 5％  

無 回 答  
2 . 7％  

① の 調 査 結 果 か ら 、 ８ ％ ※ の 方 が 性 的 マ イ ノ リ テ ィ で あ る こ と が

分 か り ま す 。性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 は 私 た ち の「 周 囲 に い な い 」

の で は な く 、「 言 え な い 」「 言 わ な い 」、私 た ち が「 気 づ い て い な い 」

と い う こ と で す 。 そ の 意 味 で 、「 サ イ レ ン ト ・ マ イ ノ リ テ ィ 」 と 言

う 場 合 も あ り ま す 。  

② の 調 査 で は 、性 自 認 に つ い て は 、シ ス ジ ェ ン ダ ー が 多 数 を 占 め

て い る 一 方 で 、ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー や ク エ ス チ ョ ニ ン グ が 1.38％ い

る こ と が 分 か り ま す 。性 的 指 向 に つ い て は 、異 性 愛 が 多 数 を 占 め る

一 方 で 、 そ れ 以 外 が 5.65％ と い う 結 果 が 出 て い ま す 。  

こ れ ら の こ と か ら 、人 は 多 様 な 性 に 生 ま れ て い る と い う こ と が 分

か り ま す 。  

※ 他 に 、 5％ 程 度 や 8％ を 超 え る 調 査 結 果 も あ り ま す 。  
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（ ２ ） 性 的 マ イ ノ リ テ ィ が 直 面 す る 様 々 な 困 難   

 

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 の 中 に は 、カ ミ ン グ ア ウ ト す る と 周 囲 の

人 か ら 嫌 が ら れ た り 、避 け ら れ た り す る の で は な い か と 恐 れ 、誰 に も

相 談 で き な か っ た り 、家 族 に も 自 分 が 性 的 マ イ ノ リ テ ィ で あ る こ と を

隠 し て 暮 ら し て い た り す る 場 合 が 多 く あ り ま す 。こ う し た 状 況 は 、若

年 層 か ら 高 齢 世 代 ま で 年 代 を 問 わ ず 見 ら れ る こ と で す 。    

ま た 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 は 、日 常 生 活 の 様 々 な 場 面 に お い

て 、周 囲 の 無 理 解 に よ っ て 、本 来 の 自 分 ら し く 生 き る こ と を 制 限 さ れ 、

困 っ て い る 場 合 が あ り ま す 。そ れ は 行 政 サ ー ビ ス を 受 け る 場 面 で も 同

様 で す 。こ こ で は 、当 事 者 が ど の よ う な こ と に 困 っ て い る の か 、実 際

の 例 を 紹 介 し ま す 。  

同性愛になるか異性愛になるか、本人

の選択によるものだと思いますか？ 

そう思う わからない そう思わない 無回答 

Ｑ ．  

教 員 は 、 同 性 愛 に つ い て あ る 程 度 理 解 し て い る 一 方 で 、 否 定 的 な

感 情 や 誤 っ た 認 識 を 持 っ て い る 人 も い る こ と が わ か り ま す 。 児 童 生

徒 と 関 わ る 教 員 だ け で な く 、多 く の 県 民 と 関 わ る 県 職 員 に お い て も 、

性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 対 す る 正 し い 理 解 が 求 め ら れ ま す 。  

性 的 指 向 （ 好 き に な る 性 ） は 、 自 分 の 意 思 で 選 択 し た り 、 医 療 で

変 え る こ と が で き る も の で は あ り ま せ ん 。 異 性 愛 者 が 自 然 に 異 性 に

惹 か れ る よ う に 、同 性 愛 者 は 同 性 に 惹 か れ る と い う だ け の こ と で す 。

性 的 指 向 は 「 発 見 は で き る が 選 択 は で き な い 」 の で す 。  
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窓 口 や 電 話 で 問 い 合 わ せ を す る と き  

窓 口 や 電 話 対 応 に お い て 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 が 不 安 に 感

じ る こ と が あ り ま す 。と り わ け 、ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 場 合 、性 に

関 す る プ ラ イ バ シ ー へ の 配 慮 が 求 め ら れ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 設 を 利 用 す る と き  

施 設 を 利 用 す る 際 、 困 っ て い る こ と が あ り ま す 。  

     

 

 

 

 

 

 

医 療 機 関 で 受 診 す る と き  

医 療 機 関 で の 対 応 や 設 備 に 不 安 が あ り 、医 療 受 診 を た め ら う こ と  

で 、 重 症 化 し 、 健 康 を 害 す る こ と が あ り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書 類 上 の 性 別 と 外 見 の 性 別 が 合 わ な い こ と を 理 由 に 、周 囲 の  

人 の 前 で 何 度 も 聞 き 直 さ れ た り 、 二 度 見 さ れ た り す る 。  

・名 前 か ら 想 像 さ れ る 性 別 と 外 見 が 異 な る た め 、混 乱 し た よ う

な 表 情 を さ れ る 。  

・同 性 パ ー ト ナ ー と 一 緒 に 窓 口 に 行 く と 、同 性 パ ー ト ナ ー と い

う 発 想 が な い よ う で 、プ ラ イ バ シ ー に 関 わ る こ と を 根 掘 り 葉

掘 り 聞 か れ る 。  

 

 

・ 周 囲 の 目 が 気 に な り 、 男 女 ど ち ら の ト イ レ に も 入 れ な い 。  

・ 多 目 的 ト イ レ が 男 性 ト イ レ 、 女 性 ト イ レ の 横 に そ れ ぞ れ 設 置

さ れ て い る 場 合 、男 女 分 け さ れ て い る の と 同 様 で 使 い に く い  

・ 出 か け る 時 は 、 使 え る ト イ レ が ど こ に あ る か を 想 定 し て 行 動

範 囲 を 決 め な け れ ば な ら な い 。  

。  

・診 察 や 検 査 の 際 、自 分 が ど う 思 わ れ て い る か 気 に な り 、治 療

に 専 念 で き な い 。  

・病 気 や 怪 我 で 入 院 す る 場 合 、自 分 の 思 っ て い る 性 別 で は な い

部 屋 で は 我 慢 し な け れ ば な ら ず 、 同 室 の 方 に も 気 を 遣 う 。  

・病 院 の 受 付 で の 対 応 、ト イ レ や 更 衣 室 の 設 備 を 使 用 す る の に

不 安 が あ り 、 い つ も 市 販 薬 で 対 応 し て い る 。  
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生 活 の 様 々 な 場 面 で  

周 囲 の 理 解 が な い こ と で 、 生 活 が 制 限 さ れ て し ま う こ と が あ り  

ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

災 害 の 様 々 な 場 面 で  

熊 本 地 震 の 時 に ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー ゆ え の 困 難 が あ り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 避 難 所 で 周 囲 か ら 奇 異 な 目 で 見 ら れ た 。  

・ト イ レ が 男 性・女 性 の ２ 種 類 し か な く 、衆 人 環 視 の 避 難 所 で

は ト イ レ が 使 え な か っ た 。  

・受 付 で 性 別 記 載 を 求 め ら れ る た め 、受 付 が し づ ら く 、支 援 物

資 の 受 取 り が で き な か っ た 。  

・仮 設 の 風 呂 は 何 十 人 も 一 緒 に 入 ら な け れ ば な ら な い の で 、周

り の 視 線 が 気 に な り 、 使 え な か っ た 。  

・ホ ル モ ン 注 射 を 打 っ て い る が 、病 院 に 行 け な く て 、月 経 が 始

ま っ て し ま っ た 。ホ ル モ ン 注 射 で ヒ ゲ が 生 え 、声 が 低 く な る

な ど 外 見 が 男 性 に 近 づ い て い た の で 、避 難 所 で 女 性 用 ナ プ キ

ン 等 の 生 理 用 品 を も ら い に く か っ た 。  

 

・同 性 の パ ー ト ナ ー と 同 居 し て い る こ と が 近 所 に 理 解 さ れ な い

た め 、近 所 付 き 合 い を 控 え ざ る を 得 な か っ た り 、引 越 し を 迫

ら れ た り 、 住 む 場 所 が 限 定 さ れ た り す る 。  

・買 い 物 や 散 歩 等 を す る に も 、周 囲 の 目 に 気 を 遣 う 。特 に 、男

性 同 士 の カ ッ プ ル や ト ラ ン ス（ ジ ェ ン ダ ー ）ウ ー マ ン ［ MtF］

等 に 向 け ら れ る 視 線 が 厳 し い 。  
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３  県職員に求められること  

 

  県 職 員 の 皆 さ ん は 、女 性 同 性 愛 者 、男 性 同 性 愛 者 、両 性 愛 者 、ト ラ

ン ス ジ ェ ン ダ ー に 対 し て ど の よ う な 感 情 や 感 覚 を 持 っ て い ま す か ？  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 が 行 政 窓 口 を 利 用 す る 時 、対 応 す る 自 分

の 姿 勢 を 考 え て み て く だ さ い 。表 情 、声 の 調 子 等 も 含 め て 、普 段 と 異

な る 態 度 を 取 っ て し ま い そ う に な り ま せ ん か ？  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 対 す る 偏 見 や 差 別 意 識 を 持 た な い こ と は 、多 く

の 県 民 の 皆 様 に 接 し て 職 務 を 行 っ て い る 県 職 員 と し て 必 須 の 要 件 で

す 。  

 

（ １ ） 職 務 遂 行 上 の 留 意 事 項  

 

  業 務 上 の 様 々 な 場 面 に お い て 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 に 対 応 す

る こ と が あ る と 思 い ま す が 、 偏 見 や 決 め つ け で 対 応 す る の で は な く 、

一 人 ひ と り の 方 の 状 況 に 応 じ た 対 応 を す る こ と が 必 要 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  同 性 愛 、 両 性 愛 の 場 合  

 

 

 

 

 

・同 性 カ ッ プ ル と 子 ど も が 一 緒 に 生 活 し て い る ケ ー ス な ど 、「 多 様

な 家 族 」 へ の 対 応 に つ い て は 、 必 要 な 支 援 や 種 々 の 取 扱 い が 性

へ の 偏 見 に 基 づ く 対 応 に な ら な い よ う 留 意 す る 。  

・ 相 談 等 の 対 応 に つ い て は 、 必 要 で あ れ ば 専 門 チ ー ム を 作 り 、 適

切 な 対 応 を 検 討 し て み る 。  

・ 入 院 時 の 面 会 や 病 状 説 明 等 、 現 時 点 に お け る 制 度 の 中 で で き る

こ と と で き な い こ と を 予 め 想 定 し て 検 討 し て お く 。  

・ 対 応 し て い る 方 の 性 を 安 易 に 決 め つ け な い よ う に し ま し ょ う 。  

・ 当 事 者 の 意 思 や 希 望 を 確 か め な が ら 対 応 し ま し ょ う 。  

・ 当 事 者 が 安 心 し て 利 用 ・ 相 談 で き る 環 境 を 作 り ま し ょ う 。  

  ・ 多 様 な 課 題 を 抱 え る 方 へ の 相 談 や 支 援 活 動 を 進 め る と き 、 当 事  

者 の 背 景 に 、 性 的 指 向 や 性 自 認 に 関 す る ニ ー ズ が 隠 れ て い る 場  

合 が あ る こ と を 心 に 留 め て お き ま し ょ う 。  

同 性 カ ッ プ ル か ら 様 々 な 申 入 れ が あ っ た 場 合 、ど う 対 応 す る か な

ど 、起 こ り 得 る 事 態 に つ い て 予 め 検 討 し 、情 報 共 有 し て お く こ と が

必 要 で す 。そ の 前 提 と し て 、同 性 愛 や 両 性 愛 へ の 誤 っ た 認 識 や 偏 見

を 持 た な い と い う こ と が 重 要 で す 。  
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   例 ） 同 性 パ ー ト ナ ー か ら 病 状 説 明 に 同 席 し た い と 申 入 れ が あ っ た と き  

 

②  ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の 場 合  

 

 

 

 

 

 

・窓 口 で 申 請 書 を 受 け 付 け た り 、個 人 の 証 明 書 や 保 険 証 を 確 認 す  

る 時 は 、本 人 の 意 思（ 名 前 の 呼 び 方 や 必 要 な 配 慮 等 ） を 確 認 す

る 。  

・本 人 が 声 を 出 し て 話 し に く い と 察 し た と き は 、話 し 方 を 工 夫 し

た り 、 メ モ の や り と り を し た り 、 別 室 に 案 内 し た り す る 。  

・ 個 人 の 性 別 の 情 報 等 は 職 場 内 で も 必 要 以 上 に 拡 散 さ せ な い 。  

・別 の 担 当 者 に 引 継 ぐ 時 は 、す で に 本 人 か ら 聞 き 取 っ た 内 容 を 必  

要 以 上 に 繰 り 返 し 聞 き 直 す こ と が な い よ う 、 確 実 な 引 継 ぎ を す  

る 。  

・性 別 に 関 わ ら ず 使 用 で き る 多 目 的 ト イ レ や 更 衣 室 の 整 備 が 実 現

可 能 か 検 討 す る 。  

・ 施 設 利 用 時 の 性 別 に よ る 利 用 内 容 （ ト イ レ 、 更 衣 室 、 風 呂 等 ）

の 課 題 と 対 応 を 検 討 し て み る 。  

     例 ） 利 用 時 間 を ず ら す 、 別 に ス ペ ー ス を 確 保 す る な ど  

   

 

※ ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー の カ ッ プ ル や ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー が パ ー

ト ナ ー で あ る と い う 方 等 か ら 様 々 な 申 入 れ が あ る 場 合 も あ る  

た め 、 ① で 提 示 し た よ う な 同 様 の 対 応 が 必 要 で す 。  

同 性 愛 、 両 性 愛 等 の 性 的 指 向 に つ い て も ア ウ テ ィ ン グ は 絶  

    対 に し て は い け ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外 見 と 戸 籍 上 の 性 別 が 違 う と い う こ と を 周 囲 に 暴 露 さ れ る こ と

が あ っ て は い け ま せ ん 。「 本 人 の 同 意 を 得 な い 秘 密 の 暴 露 」は 、「 ア

ウ テ ィ ン グ 」 と 言 っ て 、 絶 対 に 避 け な け れ ば な り ま せ ん 。  

 ま た 、 施 設 利 用 や 医 療 受 診 に お い て 、 組 織 内 で 配 慮 で き る 事 項

は な い か 予 め 検 討 し て お く こ と も 必 要 で す 。  

 

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー へ の 偏 見 や 差 別 に よ る 家 族 内 の Ｄ Ｖ 、 同 性

カ ッ プ ル 間 の Ｄ Ｖ が 起 こ る こ と が あ り ま す 。 相 談 が あ っ た 際 は 適

切 に 対 応 し ま し ょ う 。  
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当事者の声     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 A さ ん  女 性 同 性 愛 者 （ レ ズ ビ ア ン ）】  

  A さ ん は 中 学 生 の 頃 、す で に 自 分 が レ ズ ビ ア ン で あ る こ と に 気 づ い て

い ま し た が 、 自 分 だ け の 胸 に 閉 ま っ て い ま し た 。 大 学 進 学 の タ イ ミ ン

グ で 、 母 と 祖 母 に 告 白 し ま し た 。 母 も 祖 母 も 「 気 持 ち 悪 い 」「 人 間 的 に

異 常 だ 」 と 言 っ て 責 め 立 て 、 完 全 に A さ ん と い う 人 格 を 厳 し く 否 定 し

ま し た 。  

  A さ ん は 、そ の 頃 を 思 い 返 す と 、絶 望 的 で 辛 い 気 持 ち が 、今 で も は っ

き り 蘇 る そ う で す 。そ の 頃 は「 自 分 は 生 き て い く 資 格 が な い 。も う 死 ん

で も い い か な 」と の 思 い が 絶 え ず 湧 き 上 が っ て い た そ う で す 。時 間 が 経

つ に つ れ て 母 は 少 し ず つ A さ ん を 受 け 入 れ て く れ 、今 で は わ だ か ま り も

解 け て 、昔 の よ う に 何 も 気 を 遣 わ ず に 話 が で き る よ う に な り ま し た 。し

か し 、 祖 母 は 「 世 間 体 が 悪 い 」「 ご 先 祖 様 に 申 し 訳 な い 」 と ず っ と 孫 の

こ と を 許 さ な か っ た そ う で す 。祖 母 が 亡 く な る ま で ７ 年 間 、 A さ ん は 家

に 帰 れ ま せ ん で し た 。  

異 性 愛 の 人 が 自 然 に 異 性 の 人 を 好 き に な る よ う に 、同 性 愛 の 人 は い つ

の 間 に か 同 性 を 好 き に な る と い う だ け の こ と で す 。祖 母 と 孫 を 引 き 裂 い

た の は 、い つ の 間 に か 祖 母 に 刷 り 込 ま れ た「 同 性 愛 嫌 悪 」と い う 根 拠 も

な く 同 性 愛 を 嫌 う と い う 偏 見 で あ り 、社 会 が 作 り 出 し た 多 様 な 性 に 対 す

る 差 別 意 識 で す 。  

【 B さ ん  か ら だ の 性 は 女 性 で こ こ ろ の 性 は 男 性 （ ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー ）】  

  B さ ん は 物 心 つ い た 頃 か ら 、「 自 分 は 男 の 子 だ 」 と 感 じ て い ま し た 。

幼 稚 園 に 行 く 頃 に は 疑 う 余 地 も な い ほ ど そ の 感 覚 が 強 く な っ て い ま し

た 。  

  B さ ん の 男 の 子 ら し い 髪 型 や 服 装 、言 葉 遣 い に 対 し て 、 母 親 は い つ の

頃 か ら か「 な ん で 男 の 子 み た い な こ と を す る の 。気 持 ち 悪 い 」と 責 め て

い た そ う で す 。 B さ ん は「 い つ も 親 か ら 言 葉 の ナ イ フ が 飛 ん で き た よ う

に 感 じ て い た 」 と 、 そ の 頃 を 思 い 出 し て 話 し て く れ ま し た 。  

  B さ ん は 「 か ら だ の 性 」 と 「 こ こ ろ の 性 」 が 不 一 致 に 生 ま れ 、 自 分 は

男 の 子 だ と 自 分 の 性 を 感 じ て い た の で 、当 た り 前 の よ う に「 男 の 子 」と

し て 生 き よ う と し た だ け の こ と な の で す 。そ れ は 、病 気 で は な く 、性 の

多 様 性 の 一 つ と し て の 性 の あ り よ う な の で す 。母 親 が 、ト ラ ン ス ジ ェ ン

ダ ー と し て 生 ま れ 、「 こ こ ろ の 性 」 で あ り の ま ま に 生 き よ う と し て い る

B さ ん の こ と を 理 解 し 、 受 け 入 れ て い た ら 、 も う 30 歳 に 近 づ い て き た

彼 の 今 ま で の 時 間 は ず い ぶ ん と 温 か く 豊 か な も の で あ っ た は ず で す 。    
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◆ 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 問 題 は 「 人 権 の 問 題 」 で す 。  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

性 的 マ イ ノ リ テ ィ へ の 配 慮 が あ る と い う こ と を 掲 示 物 で さ り げ な く

示 す な ど 、簡 単 な こ と で 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 が 安 心 し て 相 談 で き

る 環 境 を つ く る こ と が で き ま す 。人 権 に 配 慮 す る 視 点 で で き る こ と は な

い か 考 え て み ま し ょ う 。  

 

 

【 C さ ん （ 常 に 男 性 ・ 女 性 の 両 方 の 性 を 感 じ て い る ） か ら だ の 性 は 女 性 】  

  20 歳 に な っ た C さ ん は 自 分 の 性 別 は 何 だ ろ う と い う 疑 問 と 違 和 感 を

ず っ と 持 っ て い ま し た 。 子 ど も の 頃 か ら 自 分 の 中 に は 「 女 性 だ 」 と い

う 自 分 と 「 男 性 だ 」 と 感 じ る 自 分 と が 共 存 し て い ま し た 。 し か し 、 そ

ん な 自 分 の 悩 み を 親 し い 友 人 に も 決 し て 話 し ま せ ん で し た 。 お か し い

変 な 奴 だ と 思 わ れ た く な か っ た か ら で す 。  

  今 、C さ ん は そ う い う 自 分 が 自 分 な の だ と 静 か に 語 る こ と が で き る よ

う に な っ て き ま し た 。当 事 者 の 交 流 会 で 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 友 人 と 出 会

い 、そ ん な 自 分 の こ と を 話 し て も い い と 思 え る よ う に な っ た の で す 。そ

れ ぞ れ の 性 は 違 う け れ ど 、 そ の 違 い は 小 さ い も の に 感 じ ら れ て い ま す 。

た ま に は さ ま ざ ま な 性 別 の 友 人 と 食 事 を し た り 、映 画 を 観 に 行 っ た り す

る 楽 し み が で き ま し た 。や っ と あ り の ま ま の 自 分 を 受 け 入 れ る こ と が で

き る よ う に な り ま し た 。  

あ る 時 、 交 流 会 で 友 人 が 、「 自 分 は こ こ に 来 な か っ た ら 死 ん で い た と

思 う 」と 数 年 前 の こ と を 話 し 始 め ま し た 。即 座 に 二 人 が「 自 分 も ！ 」と

答 え ま し た 。そ う 言 え る と い う こ と は 、死 を 乗 り 越 え 、自 分 を 肯 定 的 に

捉 え て 生 き 始 め た と い う こ と で す 。  

 

 

同 性 愛・両 性 愛 に し て も 、ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー に し て も 、そ れ は 病  

気 で は な く 、そ の 人 の 一 つ の 個 性 だ と い う 言 い 方 を さ れ る こ と が あ り

ま す 。同 性 愛 は 、随 分 前 か ら 精 神 疾 患 で は な く 、治 療 の 対 象 で は な い

と さ れ て い ま す （ Ｐ ４ 参 照 ）。  

し か し 、現 実 に は ま だ ま だ 性 的 マ イ ノ リ テ ィ が あ り の ま ま に 自 分 ら

し く 生 き る こ と が 難 し い 状 況 に あ り ま す 。当 事 者 の 多 く が 自 分 の 性 の

あ り よ う を 隠 し て 生 き て い ま す 。つ ま り 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 生 き づ

ら さ は 「 社 会 が 抱 え る 人 権 の 問 題 」 だ と 言 え ま す 。  
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４  職場において望まれること  

 

  県 職 員 に は 、県 民 の 総 幸 福 量 の 最 大 化 の た め 、県 民 の 視 点 に 立 っ た

職 務 遂 行 が 求 め ら れ て い ま す 。 新 た な 課 題 や 困 難 な 事 例 に 対 し て も 、

固 定 観 念 に と ら わ れ ず 行 動 す る こ と が 必 要 で す 。  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 へ の 対 応 に つ い て も 同 様 で す 。正 し い 知

識 と 認 識 を 持 ち 、当 事 者 が 直 面 し て い る 困 難 を 理 解 し な が ら 職 務 を 進

め よ う と す る 姿 勢 が 求 め ら れ ま す 。  

自 己 啓 発 に 努 め た り 、職 場 に お け る 研 修 に 積 極 的 に 参 加 し た り す る

こ と で 県 民 の 幸 せ の 実 現 の 土 台 と な る 人 権 尊 重 の 理 念 が 貫 か れ た 職

務 の 遂 行 に つ な が る の で は な い で し ょ う か 。  

  具 体 的 な 配 慮 や 実 務 の 工 夫 に つ い て は 、そ れ ぞ れ の 職 場 の 実 態 が あ  

る と 思 い ま す 。し か し 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ に つ い て の 理 解 が 深 ま れ ば

自 ず と 賢 明 な 判 断 基 準 が 固 ま っ て い く と 思 い ま す 。こ こ で は 、そ の 際

の 参 考 に な る こ と に つ い て 触 れ る こ と に し ま す 。  

 

（ １ ） 自 己 の 偏 見 や 差 別 意 識 の 点 検  

 

  職 務 を 遂 行 す る 時 に 大 切 な こ と は 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 に 対

し て 、「 偏 見 や 差 別 意 識 を 持 た な い 」 と い う こ と で す 。 も し 性 的 マ イ

ノ リ テ ィ に 違 和 感 を 持 つ こ と が あ る と し た ら 、そ の 都 度 自 分 の 中 に 偏

見 や 差 別 意 識 が な い か 振 り 返 り 、業 務 の あ り 方 を 点 検 し て み て く だ さ

い 。  

性 の 多 様 性 を 正 し く 理 解 で き て い れ ば 、ど の よ う な 性 の 人 に 対 し て

も い つ も ど お り に 対 応 し 、 業 務 が 遂 行 で き る は ず で す 。  

ま ず は 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に 関 す る 研 修 を 積 極 的 に 受 け る こ と か ら

始 め 、機 会 が あ れ ば 当 事 者 の 話 を 実 際 に 聞 い て み ま し ょ う 。単 な る 知

識 と し て で は な く 、 当 事 者 の 思 い を 知 り 、 理 解 し よ う と す る こ と が 、

遠 回 り の よ う で 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 人 権 の 本 質 的 な 理 解 に 近 づ く 早

道 な の で す 。  

 

（ ２ ） 職 場 環 境 の 点 検  

 

  私 た ち の 職 場 に も 、周 囲 の 何 気 な い 言 動 で 傷 つ い て い る 性 的 マ イ ノ

リ テ ィ の 当 事 者 が い る か も し れ ま せ ん 。職 場 で 、性 的 マ イ ノ リ テ ィ に

関 す る 次 の よ う な 発 言 を 聞 く こ と は あ り ま せ ん か ？ 何 も 言 え な い け

れ ど 傷 つ い て い る 人 が 近 く に い る か も し れ ま せ ん 。  
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  日 常 生 活 で は 、何 気 な い ジ ョ ー ク の 中 に 人 を 傷 つ け て い る こ と が あ

り ま す 。場 の 雰 囲 気 を 壊 す こ と が あ る と し て も「 今 の 発 言 は お か し い 」

と 声 を あ げ た い も の で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（ 見 た 目 で ） あ の 人 は 男 ？ 女 ？ 」  

 気 づ か な い ふ り を し て い ま す が 、 冷 た い 視 線 を 感 じ て い ま す 。  

「 あ の 人 、 ゲ イ じ ゃ な い ？ 」  

 そ れ が ど う し た ！ と い う こ と 。 同 性 愛 は 異 性 愛 と 同 じ で す 。  

「 お 前 は オ カ マ か ！ 」    

 

「（ 冗 談 で ） 俺 を 狙 う な よ 」  

 同 性 愛 を 笑 い に 使 う よ う な 言 動 は 、 人 権 感 覚 を 問 わ れ ま す 。  

 

「 レ ズ ／ ホ モ っ て キ モ い と 思 わ な い ？ 」  

 同 性 愛 を 気 持 ち 悪 い と 思 う 発 言 に 、同 性 愛 へ の 偏 見 が あ ふ れ て い

ま す 。ま た 、「 レ ズ 」「 ホ モ 」と い う 呼 称 自 体 が 侮 辱 的 な 呼 称 で す 。 

「 彼 氏 ／ 彼 女 は い る ？ 早 く 結 婚 し た ほ う が い い よ 。」  

 同 性 愛 等 を カ ミ ン グ ア ウ ト し て い な い 人 は 、頭 の 中 で 異 性 愛 に 切

り 替 え て 話 す の が ス ト レ ス に な り ま す 。  

「 オ ネ エ は ど う も 無 理 ！ 」  

 差 別 意 識 か ら 出 る 発 言 は 、 そ の 人 の 人 権 感 覚 が 問 わ れ る と と も

に 、 ひ そ か に 傷 つ い て い る 人 が い ま す 。  

 

「 職 場 ・ 地 域 行 事 で の 女 装 の 出 し 物 」  

男 性 が 女 装 を す る こ と で 笑 い を 取 る 出 し 物 は 、女 装 は 笑 っ て い  

い こ と だ と い う メ ッ セ ー ジ と な っ て し ま っ て い ま す 。 性 別 表 現

（ 性 表 現 ）は 多 様 で あ る と い う こ と を 理 解 し て い れ ば 、女 装 を 笑

い に す る こ と は お か し い と い う こ と が 分 か る は ず で す 。  
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５  性的マイノリティをめぐる動き  

 

（ １ ）「 性 同 一 性 障 害 者 の 性 別 の 取 扱 い の 特 例 に 関 す る 法 律 」  

  （ 平 成 1 5 年 7 月 1 6 日 法 律 第 1 1 1 号  最 終 改 正 ： 平 成 3 0 年 6 月 2 0 日 法 律 第 5 9 号 ）  

 

 

 

 

 

 

 

  

（ 性 別 の 取 扱 い の 変 更 の 審 判 ）  

第 三 条  

  家 庭 裁 判 所 は 、性 同 一 性 障 害 者 で あ っ て 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当  

す る も の に つ い て 、そ の 者 の 請 求 に よ り 、性 別 の 取 扱 い の 変 更 の 審 判

を す る こ と が で き る 。  

  一  二 十 歳 以 上 で あ る こ と 。   

  二  現 に 婚 姻 を し て い な い こ と 。  

  三  現 に 未 成 年 の 子 が い な い こ と 。  

  四  生 殖 腺 が な い こ と 又 は 生 殖 腺 の 機 能 を 永 続 的 に 欠 く 状 態 に あ る  

    こ と 。  

  五  そ の 身 体 に つ い て 他 の 性 別 に 係 る 身 体 の 性 器 に 係 る 部 分 に 近 似  

す る 外 観 を 備 え て い る こ と 。   

２  前 項 の 請 求 を す る に は 、 同 項 の 性 同 一 性 障 害 者 に 係 る 前 条 の 診 断  

の 結 果 並 び に 治 療 の 経 過 及 び 結 果 そ の 他 の 厚 生 労 働 省 令 で 定 め る 事

項 が 記 載 さ れ た 医 師 の 診 断 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 

（ ２ ）「 性 同 一 性 障 害 に 係 る 児 童 生 徒 に 対 す る き め 細 か な 対 応 の 実 施 等  

に つ い て 」（ 平 成 2 7 年 4 月 3 0 日 文 部 科 学 省 児 童 生 徒 課 長 通 知 等 よ り ）  

 

 

 

 

項 目  学 校 に お け る 支 援 の 事 例  

服 装  ・ 自 認 す る 性 別 の 制 服 ・ 衣 服 や 、 体 操 着 の 着 用 を 認 め る 。  

髪 型  ・ 標準より長い髪型を一定の範囲で認 め る (戸 籍 上 男 性 )  。  

更 衣 室  ・ 保 健 室 ・ 多 目 的 ト イ レ 等 の 利 用 を 認 め る  。  

平 成 16 年（ 2004 年 ）か ら 性 同 一 性 障 害 者 は 、次 の 要 件 を 満 た せ

ば 戸 籍 上 の 性 別 を 変 更 で き る よ う に な り ま し た 。  

関 連 し て 、 同 30 年 （ 2018 年 ） 4 月 か ら 性 同 一 性 障 害 の 手 術 療 法

の 健 康 保 険 適 用 が 可 能 に な り ま し た 。  

※ 手 術 前 に ホ ル モ ン 療 法 を 受 け て い る 場 合 は 混 合 診 療 と な る た め 、各

種 の 手 術 療 法 へ の 健 康 保 険 は 適 用 さ れ ま せ ん 。  

性 同 一 性 障 害 の 児 童 生 徒 ば か り で な く 、「 性 的 マ イ ノ リ テ ィ 」 と

さ れ る 児 童 生 徒 へ の き め 細 か な 対 応 を 各 学 校 に 求 め て い ま す 。  
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ト イ レ  ・ 職 員 ト イ レ ・ 多 目 的 ト イ レ の 利 用 を 認 め る 。  

呼 称 の 工 夫  
・ 校 内 文 書 (通 知 表 を 含 む )を児童生徒が希望する呼称で記 す 。  

・ 自 認 す る 性 別 と し て 名 簿 上 扱 う 。   

授 業  ・ 体 育 又 は 保 健 体 育 に お い て 別 メ ニ ュ ー を 設 定 す る 。  

水 泳  
・ 上半身が隠 れ る 水 着 の 着 用 を 認 め る (戸 籍 上 男 性 )  。  

・ 補習として別日に実施、又はレポート提出で代 替 す る 。  

運 動 部 の 活 動  ・ 自 認 す る 性 別 に 係 る 活 動 へ の 参 加 を 認 め る 。   

修 学 旅 行 等  ・ 1 人 部 屋 の 使 用 を 認 め る 。 入浴時間をずらす。  

 

 

（ ３ ） そ の 他 の 動 向  

 

[パ ー ト ナ ー シ ッ プ 制 度 と そ の 現 状 ] 

パ ー ト ナ ー シ ッ プ 制 度 と は 、自 治 体 が 同 性 の カ ッ プ ル に つ い て「 結

婚 に 相 当 す る 関 係 」で あ る こ と を 認 め る 書 類（ 証 明 書 等 ）を 発 行 す る

こ と な ど を 定 め る も の で す 。こ の 制 度 は 、法 的 に 結 婚 を 認 め る も の で

は あ り ま せ ん 。現 在（ 2019 年 2 月 末 ）、11 の 自 治 体 が こ の 制 度 を 開 始

し て い ま す 。  

 

  [世 界 の 同 性 婚 の 現 状 ]   

世 界 の 同 性 婚 及 び 登 録 パ ー ト ナ ー シ ッ プ 等 、同 性 カ ッ プ ル の 権 利 を

保 障 す る 制 度 を 持 つ 国 ・ 地 域 は 世 界 中 の 約 20％ （ 2018 年 12 月 21 日

現 在 ）に 及 ん で い ま す 。世 界 で 最 初 に 同 性 婚 が 認 め ら れ た 国 は 、 2001

年 4 月 1 日 法 律 施 行 の オ ラ ン ダ で す 。2019 年 1 月 1 日 ま で に 25 の 国・

地 域 で 同 性 婚 が 認 め ら れ て い ま す 。  

                               （「 NPO 法 人 EMA 日 本 」の 資 料 よ り ） 

 

[熊 本 県 に お け る 性 別 記 載 欄 の 廃 止 ] 

県 の 各 種 申 請 書 等 の 様 式 に お け る 性 別 記 載 欄 に つ い て は 、法 令 上 の

根 拠 が あ る 場 合 等 を 除 い て 原 則 廃 止 す る と い う 方 針 の 下 、約 ４ 割 を 見

直 す こ と と し ま し た （ 2018 年 12 月 末 時 点 ）。 見 直 し が で き な い と さ

れ た も の も 含 め 、今 後 の 進 捗 状 況 や 新 た に 作 成 さ れ る 様 式 の 性 別 記 載

欄 の 状 況 に つ い て 、 定 期 的 に 把 握 し て い き ま す 。  
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６  相談窓口・啓発資料等  

（ １ ） 相 談 窓 口  

  窓 口 名  連 絡 先 ・ 電 話 番 号  相 談 日 ・ 時 間 等  

熊

本

県 

 

人 権 相 談  熊 本 県 人 権 セ ン タ ー  

0 9 6 - 3 8 4 - 5 8 2 2  

月 ～ 金 曜 日  

（ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く ）  

  9： 0 0～ 1 2： 0 0  

1 3： 0 0～ 1 6： 0 0  

Ｄ Ｖ 相 談  熊 本 県 女 性 相 談 セ ン タ ー  

0 9 6 - 3 8 1 - 7 11 0  

○ 電 話 相 談  

 平 日   8： 3 0～ 2 2： 0 0  

 土 日 祝  9： 0 0～ 2 2： 0 0  

（ 年 末 年 始 を 除 く ）  

○ 来 所 相 談 （ 要 予 約 ）  

 平 日   8： 3 0～ 1 7： 1 5  

※ 配 偶 者 や パ ー ト ナ ー か ら の  

暴 力 に 悩 む 方 か ら の ご 相 談  

を お 受 け し て い ま す 。  

障 が い（ 身 体・知
的 ） 相 談  

熊 本 県 福 祉 総 合 相 談 所  

0 9 6 - 3 8 1 - 4 4 6 1  

月 ～ 金 曜 日  

（ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く ）  

  8： 3 0～ 1 7： 1 5  

こ こ ろ の 健 康 相 談
電 話  

熊 本 県 精 神 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

0 9 6 - 3 8 6 - 11 6 6  

  

月 ～ 金 曜 日  

（ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く ）  

  9： 0 0～ 1 6： 0 0  

※ 1 8 歳 以 上 の 方 か ら の 電 話 と  

来 所 （ 面 接 ） に よ る 相 談 を  

お 受 け し て い ま す 。  

※ 来 所 に よ る 相 談 は 予 約 制 。  

ま ず は お 電 話 で お 問 い 合 わ せ

く だ さ い 。  

医 療 安 全 相 談 窓 口  医 療 安 全 相 談 窓 口（ 熊 本

県 健 康 福 祉 部 健 康 局  

医 療 政 策 課 内 ）  

0 9 6 - 3 8 3 - 7 0 2 0  

月 ～ 金 曜 日  

（ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く ）  

1 0： 0 0～ 1 2： 0 0  

1 3： 0 0～ 1 6： 0 0  

熊 本 県 男 女 共 同  

参 画 相 談 室 ら い ふ  

熊 本 県 男 女 共 同 参 画  

相 談 室 ら い ふ  

0 9 6 - 3 3 3 - 2 6 6 6（ 土 曜 日 以 外 ） 

0 9 6 - 3 5 5 - 2 2 2 3（ 土 曜 日 ）  

月 ・ 木 ・ 金 ・ 土 曜 日  

 9： 3 0～ 1 6： 0 0  

火 曜 日  

 9： 3 0～ 1 9： 3 0  

※ 祝 日 （ 土 曜 日 を 除 く ）、  

年 末 年 始 を 除 く  

国 

み ん な の  

人 権 11 0 番  

最 寄 り の 法 務 局 ・ 地 方  

法 務 局  

0 5 7 0 - 0 0 3 - 11 0  

 

月 ～ 金 曜 日  

8： 3 0～ 1 7： 1 5  

（ 祝 日 、 年 末 年 始 を 除 く ）  

民

間 

よ り そ い  

ホ ッ ト ラ イ ン  

 

 

よ り そ い ホ ッ ト ラ イ ン  

0 1 2 0 - 2 7 9 - 3 3 8  

 

2 4 時 間 受 付 、 年 中 無 休  

※ セ ク シ ュ ア ル マ イ ノ リ テ ィ の  

専 門 回 線 （ 4 番 ） が あ り ま す 。  

  ※ 県 と 国 の 相 談 窓 口 は 、 い ず れ も 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の み を 対 象 と し た  

専 門 相 談 機 関 で は あ り ま せ ん 。  
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（ ２ ） 啓 発 資 料 等  

熊 本 県 人 権 セ ン タ ー に 所 蔵 し て い る Ｄ Ｖ Ｄ と パ ネ ル を ご 紹 介 し ま す 。  

 ・ Ｄ Ｖ Ｄ  

タ イ ト ル  作 品 情 報  

『 あ な た が あ な た ら し く 生 き る た め

に  性 的 マ イ ノ リ テ ィ と 人 権 』  

（ 2 0 1 4 年 、 3 0 分 ）  

誰 も が あ り の ま ま で 受 け 入 れ ら れ 自

分 ら し く 生 き て い く 、そ ん な 社 会 を 実 現

さ せ る た め に は 、ま ず 相 手 を 正 し く 理 解

し 、 偏 見 や 差 別 を な く す 必 要 が あ る 。  

こ の 作 品 は 、 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に つ い

て 人 権 の 視 点 で 理 解 を 深 め る た め の 入

門 編 。  

『 L G B T を 知 ろ う 』  

（ 2 0 1 6 年 、 2 0 分 ）  

L G B T の 人 た ち を 取 り 巻 く 現 状 を 理 解

し 、職 場 や 教 育 現 場 で ど の よ う に 具 体 的

に 取 り 組 ん で い け ば よ い の か を 、イ ラ ス

ト や デ ー タ 、事 例 等 を 豊 富 に 盛 り 込 ん で

わ か り や す く 解 説 し た 作 品 。  

『 誰 も が そ の 人 ら し く ‐ L G B T ‐ 』  

（ 2 0 1 7 年 、 2 0 分 ）  

身 近 に い た け れ ど も 見 え な か っ た 性

的 少 数 者 が 見 え て く る ス ト ー リ ー 。  

誰 も が 自 分 ら し く 生 き る こ と を 考 え

て い く う え で 全 て の 人 々 に 関 わ り の あ

る 問 題 で あ る こ と を 理 解 で き る 内 容 。  

   

 ・ パ ネ ル （ Ｂ ２ 判 タ テ ）  

タ イ ト ル  内 容  

L G B T と 人 権 ①  「 L G B T を 知 っ て い ま す か ？ 」  

性 の ３ 要 素 や L G B T の 用 語 解 説  

L G B T と 人 権 ②  「 L G B T の 方 が 困 っ て い る こ と 」  

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー が 困 っ て い る こ と

を 紹 介  

L G B T と 人 権 ③  「 み ん な が 『 自 分 ら し く 』 生 き ら れ る 社 会 へ 」  

ア ラ イ （ 理 解 者 ・ 支 援 者 ） と し て 私 た ち

に で き る こ と を 紹 介  
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《 参 考 》  

【 関 連 す る 図 書 】  

・『セクシュアル・ヘルスの推進 行動のための提言』松本清一、宮原忍日本語

版・監修（2003，日本性教育協会） 

・『性同一性障害３０人のカミングアウト』針間克己監修、相馬佐江子編著 

（2004，双葉社） 

・『カミングアウト・レターズ 子どもと親、生徒と教師の往復書簡』RYOJI、

砂川秀樹編（2007，太郎次郎社エディタス） 

・『プロブレムＱ＆Ａ 性同一性障害って何？［増補改訂版］［一人一人の性の

ありようを大切にするために］』野宮亜紀、針間克己、大島俊之、原科孝雄、

虎井まさ衛、内島豊著（2011,増補改訂版，緑風出版） 

☆『境界を生きる 性と生のはざまで』毎日新聞「境界を生きる」取材班（2013，

毎日新聞社） 

・『性同一性障害の医療と法』南野智恵子代表編者（2013，株式会社メディカ出

版） 

・『性について語ろう 子どもと一緒に考える』池上千寿子著（2013，岩波書店） 

・『夫夫円満』パトリック・ジョセフ・リネハン、エマーソン・カネグスケ著 

（2014，東洋経済新報社） 

・『もっと知りたい！話したい！セクシュアルマイノリティ ありのままのきみ

がいい』（全３巻）日高庸晴著（2016，汐文社）  

・『先生に知っておいてほしい LGBT・セクシャルマイノリティ・SOGI』（DVD 付

き）中塚幹也監修（2017,中塚研究室） 

☆『封じ込められた子ども、その心を聴く〜性同一性障害の生徒に向き合う』

中塚幹也著（2017 年初版,ふくろう出版） 

・『個「性」ってなんだろう？LGBT の本』中塚幹也監修（2018 年初版発行，株

式会社あかね書房） 

・『SOC 第７版（スタンダード・オブ・ケア第７版）』WPATH（インターネ ッ ト 等

に て 邦 訳 を 公 開 ）  
 
 ※ ☆ 印 の 書 籍 に つ い て は 、人 権 セ ン タ ー に 所 蔵 し て い ま す 。こ の 他 に も 性

的 マ イ ノ リ テ ィ の 人 権 に 関 す る Ｄ Ｖ Ｄ や 書 籍 を 所 蔵 し て い ま す 。詳 し く
は 、 熊 本 県 人 権 セ ン タ ー の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。  

 
【 関 連 す る 映 画 】  

 

 

 

 

 

 
  

※ 人 権 セ ン タ ー に は 所 蔵 し て い ま せ ん 。  

・『 ハ ー ヴ ェ イ ・ ミ ル ク 』（ 1 9 8 4 年 ）     ・『 ミ ル ク 』（ 2 0 0 8 年 ）   

・『 ト ー チ ソ ン グ ・ ト リ ロ ジ ー 』（ 1 9 8 8 年 ）  ・『 わ た し は ロ ラ ン ス 』（ 2 0 1 2 年 ）  

 ・『 プ リ シ ラ 』（ 1 9 9 4 年 ）           ・『 パ レ ー ド へ よ う こ そ 』（ 2 0 1 4 年 ）  

・『 ブ エ ノ ス ア イ レ ス 』（ 1 9 9 7 年 ）      ・『 ダ ラ ス ・ バ イ ヤ ー ズ ク ラ ブ 』（ 2 0 1 3 年 ）  

・『 ロ バ ー ト ・ イ ー ズ 』（ 2 0 0 0 年 ）      ・『 ジ ェ ン ダ ー ・ マ リ ア ー ジ ュ ～ 全 米 を  

・『 チ ョ コ レ ー ト ド ー ナ ツ 』（ 2 0 1 2 年 ）     揺 る が し た 同 性 婚 裁 判 ～ 』（ 2 0 1 4 年 ）  

・『 ブ ロ ー ク バ ッ ク ・ マ ウ ン テ ン 』（ 2 0 0 5 年 ）・『 リ リ ー の す べ て 』（ 2 0 1 5 年 ）  
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（ ３ ） 用 語 集  

ア ウ テ ィ ン グ  公 表 し て い な い 性 的 指 向 や 性 自 認 等 に 関 し て 、 本 人 の 同 意
を 得 ず に 秘 密 を 暴 露 す る こ と 。  

Ａ セ ク シ ャ ル  
（ ア セ ク シ ャ ル ）  

情 愛 や 性 愛 的 な 関 係 を 他 者 に 対 し て 抱 か な い 人 。 無 性 愛 と
も い う 。  

ア ラ イ  英 語 の Al ly (理 解 者 、支 持 者 )の 意 味 で 使 う 。L GBT を は じ め
と す る 性 的 マ イ ノ リ テ ィ に つ い て 理 解 、 共 感 し 、 支 援 活 動
や 啓 発 活 動 を 共 に す る 人 。  

ア ン コ ン シ ャ ス
バ イ ア ス  

「 無 意 識 の 偏 見 」「 無 意 識 の 思 い 込 み 」 と 訳 さ れ る 言 葉 。  
い つ の 間 に か 自 分 の 意 識 の う ち に 取 り 込 ん で い る 偏 見 的 な
も の の 見 方 の こ と 。  

X ジ ェ ン ダ ー  出 生 時 に 割 り 当 て ら れ た 性 別 に か か わ ら ず 、 自 分 は 男 性 ・
女 性 の ど ち ら で も な い と の 性 自 認 を 持 つ 人 。 中 性 、 両 性 、
無 性 等 の ほ か 、 性 自 認 が 定 ま ら ず 流 動 的 な 人 等 、 性 の 多 様
性 の 一 つ で あ る 。  

LGB T  
（ エ ル ジ ー  
ビ ー テ ィ ー ）  

レ ズ ビ ア ン （ 女 性 同 性 愛 者 ）、 ゲ イ （ 男 性 同 性 愛 者 ）、 バ イ
セ ク シ ュ ア ル（ 両 性 愛 者 ）、ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー（ 性 別 越 境
者 ） の 頭 文 字 を つ な い だ 言 葉 。 こ の 言 葉 は 、 そ れ 以 外 に も
あ る 多 様 な 性 的 マ イ ノ リ テ ィ を 含 め た 「 総 称 」 と し て も 使
わ れ る 。 同 じ 用 法 と し て 、「 性 的 少 数 者 」「 性 的 マ イ ノ リ テ
ィ 」「 LG BT s」「 L GB T Q+」「 SO GI」 等 が あ る 。  

LGB TQ  LG BTI  
LGB TI Q  

LGB T に 「 ク エ ス チ ョ ニ ン グ （ Qu es tio ni ng ）」、「 ク ィ ア
（ Qu ee r）」、「 イ ン タ ー セ ッ ク ス ( Int e rse x )」 等 の 頭 文 字 を
加 え て 性 的 マ イ ノ リ テ ィ を 総 称 す る 言 葉 。「 LG BT s」 と い う
言 い 方 も あ る 。  

カ ミ ン グ ア ウ ト  自 分 が こ れ ま で 公 表 し て い な か っ た 自 己 の 性 の あ り よ う な
ど の 秘 匿 し て い た こ と を 他 者 に 表 明 す る こ と 。  

ク ィ ア  元 々 は 「 奇 妙 な 、 独 特 の 、 風 変 わ り な 」 と い う 意 味 。 近 年
で は 肯 定 的 に 性 的 少 数 者 を 示 す 総 称 と し て 用 い ら れ る よ う
に な っ て き た 。  

ク エ ス チ ョ  
ニ ン グ  

性 自 認 や 性 的 指 向 が 明 確 で は な い 人 、 探 し て い る 人 、 決 め
か ね て い る 人 。  

ゲ イ  
 

性 自 認 が 男 性 で 、 性 的 指 向 が 男 性 に 向 く 人 。 い わ ゆ る 男 性
同 性 愛 者 。 男 女 両 方 の 同 性 愛 を 指 す 場 合 も あ る 。  

ジ ェ ン ダ ー  社 会 的 ・ 心 理 的 な 性 別 を い う 。 生 物 学 的 性 別 を 基 盤 と し た
文 化 的 価 値 、 態 度 、 役 割 、 習 慣 及 び 特 徴 の 総 和 が ジ ェ ン ダ
ー で あ る 。つ ま り 、男 性 に と っ て の「 男 ら し さ 」、女 性 に と
っ て の 「 女 ら し さ 」 と い う 歴 史 的 、 文 化 的 に 形 成 さ れ た 、
そ し て 現 代 社 会 に お い て 存 在 し て い る 価 値 観 を い う 。  

シ ス ジ ェ ン ダ ー  出 生 時 に 割 り 当 て ら れ た か ら だ の 性 （ 生 物 学 的 性 ） と こ こ
ろ の 性 （ 性 自 認 、 性 の 自 己 認 識 ） が 一 致 し て い る 人 。  

ス ト レ ー ト  異 性 愛 者 の こ と を 指 す 。 近 年 聞 か れ る よ う に な っ た 「 ス ト
レ ー ト ・ ア ラ イ 」と い う 言 葉 は 、異 性 愛 者 で あ り 、 L GB T に
理 解 を 示 す と と も に 、当 事 者 と と も に L GBT 支 援 の サ ポ ー ト
や 支 援 活 動 ・ 啓 発 活 動 を 行 う 人 の こ と を い う 。  

性 自 認  自 己 の 性 別 を ど う 認 識 し て い る か と い う こ と 。 自 分 は 男 性
で あ る 、 あ る い は 女 性 で あ る と い う 自 分 自 身 へ の 性 の 自 己
認 識 の こ と 。  

性 的 指 向  情 愛 や 性 愛 等 の 好 き に な る 相 手 の 性 別 を 指 す 概 念 。「 自 分 に
と っ て 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と な る 性 別 は 何 か 」 と い う こ と 。
「 好 き に な る 性 」 と も 言 わ れ る 。  

※ 50 音 順  
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性 的 マ イ ノ リ テ ィ  性 的 指 向 や 性 自 認 等 の 多 様 な 性 の あ り よ う （ セ ク シ ュ ア リ
テ ィ ）の 中 で 少 数 派 の 人 々 全 体 を「 総 称 」と し て 指 す 言 葉 。 

「 性 同 一 性 」
（ g e n d e r  i d e n t i t y）  

「 男 性 あ る い は 女 性 、 あ る い は そ の ど ち ら と も 規 定 さ れ な
い 者 と し て の 個 性 の 統 一 性 、一 貫 性 、持 続 性（ M on ey 196 5）」
を い う 。 「 性 自 認 」 と ほ ぼ 同 義 。  

性 分 化 疾 患
（ D SD S）  

生 ま れ つ き 内 外 性 器 、 性 染 色 体 、 性 ホ ル モ ン 等 の 状 態 が 非
典 型 的 な 場 合 を 言 う 。 医 学 的 に は DS D（ D is or de rｓ  o f S ex 
Dev el op me nt）と 呼 び 、性 的 指 向 や 性 自 認 は 多 様 で あ る 。性
に 関 す る 「 か ら だ の 発 達 」 に つ い て の 表 現 。  

性 別 違 和  
( g e n d e r  d y s p h o r i a )  

201 3年 、 ア メ リ カ 精 神 医 学 会 の 「 精 神 障 害 の 診 断 と 統 計 マ
ニ ュ ア ル D SM第 ５ 版 」で「 性 同 一 性 障 害 」の 診 断 名 か ら「 性
別 違 和 」 に 変 更 さ れ た 。 ま た 、 世 界 保 健 機 関 （ WH O） で は 、
「 g en de r in co ng ru enc e（ 邦 訳 名 ： 性 別 不 合 ）」に 診 断 名 が
変 更 さ れ る 予 定 。  

性 別 適 合 手 術  性 同 一 性 障 害 の 診 断 を 受 け た 人 が 、 か ら だ の 性 を 自 分 が 望
む こ こ ろ の 性 （ 性 自 認 、 性 の 自 己 認 識 ） に 近 づ け る た め に
実 施 す る 性 器 の 手 術 の こ と 。  

性 別 表 現  「 自 分 が し っ く り く る 自 分 自 身 の 性 の 表 現 は ど ん な も の
か 」 と い う こ と 。 人 は 話 し 言 葉 、 仕 草 、 服 装 、 髪 型 等 で 自
分 が イ メ ー ジ し て い る 自 分 自 身 の 性 を 表 現 し て い る 。  

セ ク シ ュ ア リ テ ィ  性 的 指 向 や 性 自 認 等 を 含 む 、 性 の あ り 方 全 体 を 指 す 言 葉 。  

全 性 愛  
（ パ ン セ ク シ ュ
ア ル ）  

男 性 、 女 性 、 男 性 で も 女 性 で も あ る 人 、 男 性 で も 女 性 で も
な い 人 、 わ か ら な い 人 、 決 め た く な い 人 等 、 全 て の 性 を 好
き に な る 人 。  

SOG I（ ソ ジ 、  
エ ス ・ オ ー ・  
ジ ー ・ ア イ ）  

性 的 指 向（ S exu al  O rie nt at io n）と 性 自 認（ G en de r Id en ti t y）
の 頭 文 字 を つ な い だ 言 葉 で 、 セ ク シ ュ ア リ テ ィ を ２ つ の 概
念 で 包 括 的 に 捉 え る 言 葉 。 L GB T と 似 た 用 法 と し て S OG I が
使 わ れ る こ と も あ る 。  

ト ラ ン ス  
ジ ェ ン ダ ー  

出 生 時 に 割 り 当 て ら れ た 性 別 と は 異 な る 性 別 を 生 き る 人 、
生 き た い と 思 っ て い る 人 。「 性 別 越 境 者 」と も い う 。対 義 語
は 「 シ ス ジ ェ ン ダ ー 」。  

ト ラ ン ス  
（ ジ ェ ン ダ ー ）
ウ ー マ ン  
（ ト ラ ン ス 女 性 ）  

出 生 時 に 割 り 当 て ら れ た 性 別 は 男 性（ m a l e）だ が 、自 分 自
身 を 女 性 （ f e m a l e） で あ る と 自 認 し 、 女 性 と し て 生 き て い
る 人 、 生 き よ う と し て い る 人 。「 M t F（ M a l e  t o  F e m al e）」
と 言 う 場 合 も あ る 。  

ト ラ ン ス  
（ ジ ェ ン ダ ー ）
マ ン  
（ ト ラ ン ス 男 性 ）  

出 生 時 に 割 り 当 て ら れ た 性 別 は 女 性 （ f e m a l e） だ が 、 自 分
自 身 を 男 性（ m al e）で あ る と 自 認 し 、男 性 と し て 生 き て い
る 人 、 生 き よ う と し て い る 人 。「 F tM（  F e m a l e  t o  M a l e）」
と 言 う 場 合 も あ る 。  

バ イ セ ク シ ュ ア ル  両 性 愛 者 。 異 性 を 好 き に な る こ と も あ れ ば 、 同 性 を 好 き に
な る こ と も あ る 、 性 的 指 向 が 男 女 ど ち ら に も 向 く 人 。  

ヘ テ ロ セ ク シ ュ ア ル  異 性 愛 者 。 自 分 の こ こ ろ の 性 （ 性 自 認 、 性 の 自 己 認 識 ） に
と っ て 異 性 の 人 を 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と す る 人 。  

無 性 愛  
（ Ａ セ ク シ ャ ル ）  

情 愛 や 性 愛 的 な 関 係 を 他 者 に 対 し て 抱 か な い 人 。  

レ イ ン ボ ー  
フ ラ ッ グ  

「 赤 橙 黄 緑 青 紫 」 ６ 色 の 旗 は 、 性 的 少 数 者 の 尊 厳 と 多 様 性
の 尊 重 を 目 指 す 活 動 の シ ン ボ ル と し て 使 わ れ て い る 。 考 案
者 は 故 ギ ル バ ー ト ・ ベ イ カ ー 氏 。 ア メ リ カ で ゲ イ の 権 利 活
動 を し て い た 故 ハ ー ヴ ェ イ・ミ ル ク 氏 ら と 活 動 を 共 に し た 。 

レ ズ ビ ア ン  
 

性 自 認 が 女 性 で 、 性 的 指 向 が 女 性 に 向 く 人 。 い わ ゆ る 女 性
同 性 愛 者 。  

※ 用 語 は 「 と も に 拓 く L G B T Q＋ の 会 く ま も と 」 の 今 坂 洋 志 代 表 に よ る も の で す 。  
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あとがき  

 

 性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 が 生 き づ ら い と 感 じ る の は 、「 人 間 の 性 」

を 正 し く 知 ら な い た め に 生 ま れ る 偏 見 や 差 別 が 存 在 す る か ら で す 。  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 の 生 き づ ら さ は 、偏 見 や 思 い 込 み に よ っ

て 、自 分 と 異 質 な も の を 受 け 入 れ ず 、排 除 し よ う と す る 社 会 の 問 題 で

あ り 、 人 権 に 関 わ る 問 題 な の で す 。  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ へ の 理 解 を 深 め る た め に は 、全 て の 県 職 員 が 、「 性

の 多 様 性 」を 理 解 す る と と も に 、自 分 の 中 で 無 意 識 に 取 り 込 ん で い る

性 に 対 す る 偏 見 や 差 別 の 意 識 が な い か を 見 つ め 直 し 、日 々 の 業 務 に あ

た る こ と が 大 切 で す 。  

性 的 マ イ ノ リ テ ィ の 当 事 者 の 生 き づ ら い 環 境 を 変 え て い く こ と は 、

す べ て の 県 民 が 暮 ら し や す い 熊 本 県 に な る こ と に も つ な が り ま す 。  

こ の ハ ン ド ブ ッ ク が み な さ ん の 自 己 啓 発 や 業 務 に お け る 実 践 の 一

助 と な れ ば 幸 い で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

こ の ハ ン ド ブ ッ ク の 作 成 に あ た っ て は 、以 下 の 方 に 御 協 力 い た だ き ま し た 。

こ こ に 、 お 礼 を 申 し 上 げ ま す と と も に 、 無 断 転 用 は お 断 り し ま す 。  

 

 と も に 拓 く Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ Ｑ ＋ の 会 く ま も と   今 坂  洋 志   代 表  

岡 山 大 学 大 学 院 保 健 学 研 究 科       中 塚  幹 也   教 授  

宝 塚 大 学 看 護 学 部            日 高  庸 晴   教 授  
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熊本県人権センターへのアクセス（熊本県庁新館２階）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ◆ Ｊ Ｒ 熊本 駅 か ら  

       ・ 路面 電 車 で約 30 分 「市 立 体 育館 前 」 下車  

         →  徒 歩約 10 分  

       ・ バス で 約 40 分 「 県 庁前 」 下 車  

◆交 通 セ ンタ ー か ら  

       ・ バス で 約 25 分 「 県 庁前 」 下 車  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

            

                    

 

     

 

 

〒 862－ 8570  

（県 庁 専 用番 号 ・ 住所 を 記 載し な く ても 届 き ます ）  

熊本 市 中 央区 水 前 寺 6 丁 目 18 番 1 号  

熊本 県 庁 新館 2 階  

開館 時 間 ／ 8 :30～ 17 :15  

（ 相 談 は 9 : 0 0～ 1 2 : 0 0／ 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0）  

休館 日 ／ 土曜 ・ 日 曜・ 祝 日  

    年末 年 始 （ 12 月 29 日～ 1 月 3 日 ）  

電話 番 号 （直 通 ） 096-333-2299  

（相 談 専 用） 096-384-5822  

ＦＡ Ｘ      096-383-1206  

メー ル  j i nken@pref . kumamoto . l g . j p  

熊 本 県 人 権 セ ン タ ー  

J i n n k e n n s e n n t a -   

検 索  
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